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１ 

 

 

○ はじめに 

 

＜地域計画とは＞ 

 

柴田町住民自治による、まちづくり基本条例（平成２２年４月１日施行）第２２条（地域

域計画づくり及び実行）運営組織は、地域の住民等と協力して地域の将来像を実現するた

めの具体的な計画（以下地域計画）を作るよう努めるものとします。 

地域計画は、日常生活の場である地域を点検し、地域の皆さんで話し合い、知恵を出し合

って、それぞれの役割や責任を確認し、住み良い地域（町）をどうしたら良いかをまとめ

たものです。 

５年間の計画とし、単年度事業で進めて参ります、今回が第３期にあたり、前期の活動を

総括し、新たに目的目標を明確にして、区民の皆さまと進めて行きましょう。 

前期の大きな出来事として、２０１９年１０月の台風１９号（気象庁命名「令和元年東日

本台風」）が、我が柴田町を襲いました、私たちの地域は甚大な被害を受け、日常生活を取

り戻すまでに約一年を要したことは記憶に新しいです。 

過去に例を見ない光景が広がり、区内の東船迫、庚申前、川前地区は濁水湖化しました、

当時の日本政府は、最大級の対応（激甚災害、特定非常災害指定等）を行いましたが、災

害対応、適用基準が被災民にとって最善の道だったか、区民の皆さまの心に今も残ったま

まです。 

第３期は、防災、減災を重点にし、アンテナを高くして感度を高めて行きます、合わせて

新型コロナウィルス発生で、停滞している活動を取り戻す努力をします、ただ発生の因果

関係調査が他国で発症した為行われていない現状では、限定的な活動になりますが、区民

の皆さまとのつながりを大事にして進めて参ります。 
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＜地域計画を何故作るのでしょう＞ 

 

基本的な考え方は、長期スパンで（５年間）地域（町）の新たな時代の地域づくりに関す

ることを目的とし、目標を掲げ実行する制度です。 

主旨的には、地域の皆さんが協力して行うこと、町（行政）が行うこと、地域の皆さんと

町（行政）が協働して行うことを、それぞれ役割を分担しながら計画を立て実行して参り

ます。 

具体的には、各地区内道路の安全性、見通しが良くなったら、後世に引き継ぎたい文化や

財産等をどう活かすか、安全安心の問題、ゴミの問題、ご近所間のコミュニティ問題

等・・・を区民の皆さまと考え方を共有して行き、本区を前に進めて行く計画です。 

 

（１）船迫第２８行政区の概要 

私たち船迫第２８行政区は柴田町のほぼ中央に位置し、人口約１０００名（令和４/12 現在）、

世帯数約４１０戸、１世帯あたり２．５人と宮城県及び柴田町全体の社会構成とほぼ同じで

す。 

当地区の住民は白石川沿いと、緑豊かな山村に囲まれた田園地帯に集落があります。 

行政区の中でも面積が広く（3.79 ㎢）、イベントや集会には車が必要になります、また高齢

化も相まって住民の意思疎通には大変気配りが必要です。 

各ご家庭では、春夏秋冬に合わせた行事が古くから伝わり、伝統を受け継いでいるご家も多

いと思います。 

少子高齢化傾向も顕著で、農地集約や農道、生活道路等の環境整備が急がれる。 

区内の行事も住民主体を意識した敬老会、夏祭り、秋祭り等を中心とした活動計画です。（交

流促進） 

地域の活動団体（資源保全隊、生産組合、婦人部、消防団、各サークル等）も時には領域

を超えた活動奉仕で地区を支援し、地域づくりに大きく貢献している。 
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（２）船迫第２８行政区の現状（特徴）と課題  

前期までの活動を振り返って、地域（地区）社会の課題（問題）として少子高齢化が進ん

だこと、防災・減災に不安を抱える地区が存在すること、地域コミュニティを担う人材減

少に危惧していること、各種活動に対し参加、参画意識が薄いこと等が上げられます。 

これまで地域活動の一環として、拠点である２８区集会所を区民が気軽に利用出来るよう

に整備を行って来ました、具体的にはトイレの改修、入口改修、エアコン設置、照明改善

等集会所の環境イメージアップに取組ました、今後も継続して行って参ります。 

また各種イベント（夏祭り、秋祭り、敬老会等）に関しては、役員＆班長さんの努力で、

年々参加者増加傾向にはありますが、盛会にはもう一歩と言ったところです。 

次期の課題として、「地域活動」の原点である、「地元地域で活動する」を合言葉に進めて

行くこと、コロナ禍現状を踏まえ、情報の共有化と見える化、活動自粛の中での役員によ

る定例の月例会開催を継続して行うこと、そして区民への広報活動の在り方に着手しま

す。 

 

 

＜見える化とは何か＞ 

 ・確認が必要なことが否応なしに目に入る仕組みです。 

 ・区民の皆さんが集会所に来られた時、自治会は何（活動）をしているか解る仕組で

す。 
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（３）船迫第２８行政区の将来像 

 

地域づくりを考える時、「地域づくりとは何か？」を知り、皆さんと共有する必要がありま

す。 

地域にはそれぞれ個人がいて、家族がいます、その家族が集まった集落を町、市、県等と呼

ばれる、結果人口や面積に関係無く国になり、国が世界を構成していると考えられる。 

これからの地域づくりは「個の力」、「家族の力」そして最も必要なのが「みんなの力」です、

これらが結集して①住みやすく、温かい②笑顔の家庭があり、そして地域のみなさんが③人

と人とのつながりを持って、地域住民が安心して④暮らし続けられる地域づくりを実現させ

る活動にしたいと考えます。 

＜スローガン＞ 

■みんなの力で育てる船迫地区■ 

チャレンジ 

◆個人の力を借りる◆ 

◆家族の力を借りる◆ 

  ＜参考資料＞ 

 
 



 

１ 

（４）船迫第２８行政区地域計画の基本方針（カテゴリー化） 

 

「住みやすく、笑顔の家庭があり、人と人のつながりを持って、暮し続けられる地域を実

現するため、次のような基本方針を目標に定め進めます」 

①：住みやすい地域（カテゴリー１） 

 ◆防災（減災）防犯対策の意識向上 

 ◆安全・安心な通勤、通学、生活道路の整備 

 ◆自治体組織（町）の有効活用 

②：笑顔の家庭がある地域（カテゴリー２） 

 ◆地域のコミュニケーション力向上 

 ◆家庭生活と地域の係わり方の学び 

 ◆地域の高齢者、お一人所帯への係わり方 

③：人と人のつながりを持てる地域（カテゴリー３） 

 ◆公民館、集会所利用と改善 

 ◆見える化情報の広報活動 

 ◆区内行事とイベント開催に対する支援 

 ◆地域環境保全活動 

④：暮し続けられる地域（カテゴリー４） 

 ◆文化や伝統継承推進 

 ◆住みやすいから住みたい（暮し続けたい）地域にするための学び 

 ◆地域に根付いた人材育成、発掘 

 ＜参考資料＞ 
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（５）船迫第２８行政区の計画推進体制 

＜推進体制＞ 

 

<
組

 織
 体

 系
 図

>

み
ん

な
の

力
で

育
て

る
船

迫
地

区

船
迫

第
２

８
行

政
区

地
域

計
画

策
定

委
員

会

船
迫

第
２

８
行

政
区

自
治

会

船
迫

第
２

８
行

政
区

自
主

防
災

会

総
務

部

・
区

長

・
副

区
長

・
班

長

福
祉

衛
生

部

・
部

長

・
班

長

文
化

部

・
部

長

・
班

長

体
育

部

・
部

長

・
副

部
長

・
班

長

防
火

防
犯

部

・
部

長

・
班

長

・
防

災
士

地
区

推
進

協
議

会

・
代

表
委

員

・
班

長

地
区

防
災

連
絡

員

・
柴

田
町

関
連

組
織

・
船

迫
地

区
資

源
保

全
隊

・
消

防
団

第
２

３
班

・
婦

人
防

火
ク

ラ
ブ

・
船

迫
地

区
婦

人
部

・
生

産
組

合
連

合
会

・
民

生
・

児
童

委
員

・
子

供
会

・
そ

の
他

関
連

組
織

協
力

/支
援

外
部

協
力

機
関

・
警

察
署

・
消

防
署

・
土

地
改

良
区

・
社

会
福

祉
協

議
会

・
近

隣
自

治
会

・
表

蔵
王

国
際

G
・

C

・
他

・
防

犯
協

会
等

協 力 ・ 連 携

船
迫

第
２

８
行

政
区

住
民

協
力

期
待

（
策

定
委

員
会

メ
ン

バ
ー

）

菊
地

榮
幸

（
委

員
長

）

大
沼

耕
一

（
副

委
員

長
）

岩
間

健
一

（
副

委
員

長
）

櫻
井

一
夫

（
副

委
員

長
）

岩
間

孝
一

（
副

委
員

長
）

久
保

牧
人

（
委

員
）

加
茂

長
男

（
委

員
）

櫻
井

正
雄

（
委

員
）

岡
村

昌
幸

（
委

員
）

岩
間

孝
子

（
委

員
）

荒
谷

絹
子

（
委

員
）

鎌
田

文
雄

（
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
）



 

１ 

＜計画と期間＞ 

５年間を１サイクルとして、構想に基づき施策を計画的に取組み、目標達成に向けて、改善

を重ねつつ区民の皆さまと進めて参ります。 

進行管理は個々のリーダーに委ねますが、進捗把握のツールとして、PDCA マネジメントサ

イクル活用を推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本構想（目標年次/令和９年度） 

H２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ R 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９年度 

将来像 

Plan（計画） 

実施計画の策定 

Do（実施） 

計画の実施 

Action（改善） 

実施評価、分析の改善行動 

Check（評価） 

実施状況の把握 

分析、評価 

早く廻すことがより有効 
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（６）施策体系＆活動計画 

＜施策体系＞ 

 

実施計画案件は、活動計画（ソフト事業）と施設計画（ハード事業）に大別します、前者は 

地域活動に於いて、区民の生活環境や居住環境の点検整備をし、区民のつながりに資する活

動を行います。 

後者は、地域社会を運営する際、利用する構造物や建築物及び設備を指し、行政区で出来る

範囲内の活動を行います。 

地域の危険個所の修繕等、緊急的な対応が必要とされる案件、小規模工事案件は町の担当課

に直接具申しますので計画には反映致しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針②：笑顔の家庭がある地域（Ca―２） 

方針③：人と人のつながりを持てる地域（Ca―３） 

方針①：住みやすい地域（Ca―１） 

・防災（減災）防犯対策意識の向上→→（具体例）要避難支援者体制構築 

・安全・安心な通勤、通学、生活道路の整備 

・自治体組織（町）の有効活用 

・地域のコミュニケーション力向上 

・家庭生活と地域の係わり方の学び 

・地域の高齢者、お一人所帯への係わり方→→（具体例）民生・児童委員の七つ

の働き活動 

・公民館、集会所利用と改善 

・見える化情報の広報活動→→（具体例）広報紙の有効活用 

・区内行事とイベント開催に対する支援 

・地域環境保全活動 



 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）各方針の詳細活動内容は、次ページ Excel 版活動計画表に記載する。 

 

 ＜資料＞ 

（注）参考文献 

・第６次柴田町「まちづくり」アンケート調査報告書 

・自治会の「カンドコロ」２０２０（一般社団法人みやぎ連携復興センター） 

・NHK 地域づくり情報局 

・国土地理院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針④：暮し続けられる地域（Ca―４） 

・文化や伝統継承推進 

・住みやすいから住みたい（暮したい）地域にするための学び 

・地域に根付いた人材育成、発掘→→（具体例）合意形成型リーダーとコーチン 

グの学び 
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